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大

下
藤

次
郎

出
品

は
百
八
十
程
あ

る
。
見
渡

し
た
處

傑
出

し
た
作

も
な

い
が
、
屑
も
鮮

な

い
、

よ
く
揃

つ
て
ゐ
る
。
大
體

に
於

て

、
大
家
連

が
振

は
ず

、
青
年
組

の
成
績

が
よ

い
。
油
繪

に
比

し

て
多

少
活
氣

が
乏

し

い
感

も
あ

る
が
、
是

は
材
料

の
相
違

よ
り

生
す
る

必
然

の
結

果
で
あ
ら

う
。

第

一
室

で
、
沼

田
喜
雨
太
郎

氏

の

『
靜
物
』

は
、
極

め
て
親
切
な

る
も

の

で

、
ま

た

一
種

の
ス
タ
イ

ル
を
示
し
て
ゐ

る
、
物

の
配
置

や
色

の
調
和

の

上

に
多
少

の
批
難

が
な

い
で
も

な

い
が
、

他

と
異

な

つ
た
描
方

に
幾

分

の

注
意

を
拂

は
し

め
る
。

橋
本
廣

三
郎

氏

の
作

は
近
年

よ
く
見

か
け

る
。
此

の
作

を
見

る
時

に

い
つ

も
感

ず

る

の
は
、
平

板
と

い
ふ

こ
と
で
あ

る
、
奥
行

が
無

い
、
圖

が
締
ら

な

い
、
『
夕
日

の
櫻
』

の
如
き
も
、
樹
幹

な
ど
は

可
な
り

よ
く
畫

か
れ

て
あ

る
が
、
物

に
遠

近
が
少

し
も
な

い
、
花

も
草
も
、
遠
方

も
近
く

も
、

同

一

調
子
同

一
色
彩
で

あ
る

た
め

に
、
畫

面
は
大

き
く
と
も
、
少

し
も
廣

々
し

た

心
持

が
起
ら

ぬ
も

の
で
あ
る

。

夏
目

七
策

氏

の
四
點

は
、
取

た

て
ゝ
佳

い
も

の
を
見
な

い
。
『
大
原
海
岸
』
の

老
翁

の
着

物
は
物
質

が
出

て
ゐ
な

い
、
物

質
な

ん
か
構

は
な

い
描
き
方
な

ら
咎

め

は
し
な

い
が
、
顔

は
可
な

り
綿
密

に
畫

い
て
ゐ
る

か
ら
、
衣
類

も

そ
れ

に
調
和
す

べ
く
畫

い
て
ほ

し

い
。
『
雨

の
日
』

の
人
物

は
デ

ッ
サ

ン
が

怪
し
く
、
『
靜
物

』
は
少
し

く
描

き
過
ぎ
て

ゐ
る
し
、
『
夕
陽
』
は
締
り

が
足
り

な

い
。
要
す

る

に
、
氏
は
人
物
畫

も
靜

物

も
風
景

も
昨
年

よ
り
は
劣

る
、

こ
れ
は
地
方

に
引
籠

つ
た
故
で

あ
ら
う
と
思

ふ
。

竹
内
久
子
嬢

の
作

は
、

心
持

の
上
か
ら
言
ふ
た
ら

去
年

の

『
荒

川

の
朝

』

の
方

が
よ

い
。
『
社
頭

の
冬
』

は
構

圖
も
面
白

い
、
冬

の
感

し
も
可

な
り
出

て
ゐ
た
。

吉

田
ふ
じ
を

女
史
は

今
年

は
振

は
な

い
、
例

の
植
物
園

の
美
は

し

い
色
彩

を
見

る

こ
と
が
出
來

な
か
つ

た
。

坂
本
繁

次
郎

氏

の
作

は
、
小

品
で

は
あ
る

が
何

か

の
印
象

を
受

け

る
。
『
家

禽

場

の
草
原

』
は
色

の
心
持

が
よ

い
、
鶏

は
大
き
過

は
し
ま

い
か
。
『
小
蜆

賣
屋
』
は

一
種

の
匂

ひ
が
あ

る
。

望
月
省

三
君

の
筆

の
達
者

な

の
に
は
感

服
す

る
が
、
ま
だ
ま
だ

前
途
が
近

く
は

な

い
、
骨
折

つ
た

『
夕
』

の
如
き

は
失
敗

の
作
で
あ

る
。
『
秋
』
は
よ

い
感

じ
で
あ

つ
た
、
桑

の
葉

の
描
き

か
た
な
ど
大
膽

で

ゐ
て
そ
し
て
よ
く

感

情

が
出

て
ゐ
る
、
色
彩

に
少

し
く
錆

が
あ

り
過
ぎ

は
し
ま

い
か
。

中
川
八
郎

氏

の
作
中
で

は

『
柿

干
す
家

』
と
『
新

月
』

と
が
好

き
だ
。
氏

の

使

ふ
色

は
、
華

や
か
で
あ

り
な

が
ら
少

し
も
イ

ヤ
味

か
な

い
、
筆

も
輕
く

ど
の
繪

に
も
何

と
な
く
懐

か
し

い
や
う
な
空
氣

に
包

ま
れ

て
ゐ
る
、
暖

か

な
楡
快

な
感

じ
が
あ

つ
て
ク

セ
が
無

い
。『
巖

頭

の
松
』

や

『
松
島
』

や
、

『
紅
葉

と
渓

流
』
な
ど
恐
ら
く
は

、
氏

の
得
意

の
作
で

は
あ
る
な

い
。

松

山
忠

三
氏

の
作

は
、
年

々
ヨ
ゴ

レ
が

と
れ
て
來

て
、
『
港
』

の
小
品

の
如

き
ぼ
面
白

い
と
思

ふ
。
『
田
舎

の
家

』
は
充
實

し

て
ゐ
な

い
、
今
少

し
描

い

て
欲

し

い
。

川
上
涼
花
氏

の

『
細
雨
』
は

サ

ッ
パ

リ
し
た
氣
持

の
よ

い
繪
で

あ

る
。

吉
崎
勝
氏

の

『
晩
春

』
は
色

の
感

じ
が

よ

い
。

も

つ
と
大

き
な
も

の
で
恁

ん
な

風
に

出
來

た
ら
よ
か
ら

う
。
『
石
屋
』
は
苦

心

の
作
だ
け
あ

つ
て
整

つ



て
は
ゐ
る
が
、
面
白
味

は
欠

け

て
ゐ
る
、

添
景

人
物
は
形
が
わ

る

い
、
地

面

の
色

に
も
批
難

は
あ
ら
う
。

後
藤

工
志
氏

の

『
早
稻

田
附
近
』
は
雲

が
よ
く
描

け
て
ゐ
る
、
下

の
方

は

色
が
濁

つ
て
ゐ

る
。

岡

田
武
彦

氏

の

『
疲
勞

』

は
思

ひ
切

つ
て
煉

瓦

の
處

を
暗
く

し
た
ら
面
白

い
も

の

に
な
ら

う
、
穴
を
透

し

て
の
日
光

も
も

つ
と
充
分
利

か
し

て
欲
し

か

つ
た
。

眞
野
紀

太
郎

氏

の
花

は
御
手

に
入

つ
た
も

の
だ

、
「
薔

薇

の
方

が

よ

い
、
薔

薇

の
花

が

モ
ッ
ト
沈

ん
で

見
え
た
ら
な

ほ
よ
か
ら
う
、
少

し
浮

出
過

て
ゐ

る
や
う

だ
。

赤
城
泰
舒

氏

の
作

は
と
り
ど
り

に
而
白

い
が
、
何

と
な
く
暗
く
力

が
足
ら

な
い
や
う
だ
。
『
夏

の
あ

る
朝
』

は
柔
ら

な
出
來

で

あ
る
。
『
梅

雨
ご

ろ
』
は
、

空

に
出

て
ゐ
る
銀
杏

の
樹

を
も
ち

つ
と
弱

く
し

て
ほ
し

い
と
思

つ
た
。
『
村

の
人

口
』

の
並
木

は
よ

い
が
、
前

の
水

は
失

敗
で

あ
ら

う
。

森
脇
英
雄

氏

の
靜

物

二
點

の
う
ち
で

は

『
玉
葱
』

が
面
白

い
、
構
圖

は
月

並
で

は
あ

る
が
無

理
が
な
く

て

よ

い
、
色

調
も
穏

や
か
で

あ

る
、
所

謂
無

難

の
作

と

い
ふ

の
で

あ
ら
う
。

吉

田
博

氏

の
水
繪

は
今
年

は
少

な

い
。
『
富

士
山
頂
』
は

大
膽

な

シ

ン
プ

ル

な
構
圖

が
氣

に
入

つ
た
。
『
馬

の
稽

古
』
ば

、
畫

題
だ
け

見

る
と
乗

馬

の
稽

古

の
や
う

に
思

は
れ

る
が
、
馬

の
習
作

の
事

で
あ

つ
た
、
右

の
馬

の
前

肢

が
少

し
短

か
過

る
と

い
ふ
た
人
が

あ
る
、

こ
れ
は

あ
ま
り

モ
デ

ル
に
接

近

し
た
爲

め
で
あ

つ
た
ら
う
。

藤
島

英
輔

氏

の
作

の
中

に
は

『
雨
氣
』

が

一
番

よ
か

ら
う
、
他
は
甚

し
く

出
來

が
惡

い
。『
漁
舟

』

は
や
ゝ

佳

作
と
思
ふ

が
、
『
秋
夕

』

の
如
き

は
、
氏

の
筆

と

は
思

は
れ
な

い
程
劣

つ
た

も

の
で

あ

つ
た

。

第

二
室

の
武

田
芳

雄
氏

の
『
み

か
ん
』
は
、
靜
物
畫

中

の
佳

作
だ
と
思

ふ
、
構

圖

の
大
膽

な

ば
か
り
で

な
く

、
描
き
方

も

シ

ン
プ

ル
で
新

し
味

が

あ
る
。

相

田
寅
彦

氏

は

い

つ
も
美

し

い
作

を
出
す
。
今
年

の
出
品

の
中
で

『
水
道

橋

の
夕
』

が
群
を
抜

い
て
ゐ
る
、

此
繪

に
氏

の
中

で

一
番

よ

い
ば

か
り
で

な
く
、
場

中

の
水
彩
畫

を
通

じ
て

の
佳

作
で

あ
ら

う
。
次

は

『
朝
』

の

一

點
で

、
右

側

の
家

が
や
ゝ

目

立
ち
過

る
が
、
兎

に
角

入
念

の
面
白

い
繪
で

あ

る
。

相

田
氏

の
繪

を
評
す

る
人

の
言

に
、
繪

が
出
來
過

て
ゐ
る
、
又

は
器

用
過

る
、

又
は

力

が
足

り
ぬ
と
云
ふ
、
何
れ

も
適

評
で

あ
ら
う
と
私

は
思

ふ
』

篠
原
新

三
氏

の
作

は

一
の
特

色

を
供

へ
て
ゐ
る
。
『
午
後

二
時
』

の
如
き
、

明

る

い
感

じ

の
繪

に
成

功
し

て
ゐ
る
。
『
夕

榮
』

も
面
白

い
處

は
あ
る
が
、

前
部
が

物
足
ら
な

い
。

八
木
定
祐

氏

の
中
で

は
、
『
冬

の
山
』
が

よ

い
と
思

ふ
。
日
向

の
色

と
日
蔭

と

の
調
和

に
無

理
が
無

い
。
『
雨

の
あ
と
』

は
少
し
畫

い
た
場
處

が
廣
過

て
、

畫
面

に
旨

く
折

合

は
ぬ

や
う
だ
。

瀧
澤
靜

雄
氏
は

、
昨

年

か
ら
見

る
と
大

に
進
歩

さ
れ

た
や
う
だ

、
た
ゞ

少

し
く
畫

を
拵

へ
過

る
や
う
な
痕

が
見
え

る
、
な

る
べ
く
自
然
か
ら
來

た
感

じ
を
率
直

に
現

は
す

や
う

に
し

た

い
。
大

作

『
冬
枯
』
に
色

が
不
愉

快

だ
、

『
岩
間

の
流

水
』

は
小

刀
細

工
が
過

ぎ

て
ゐ
る
、
『
暮

れ
ゆ

く
町
』
『
山
村

の

秋

』

の
二
點

が

よ

い
。

水
野

以
文

氏

の
う

ち
で

は

『
五
月
雨
』

の
構

圖
が

一
寸
變

っ
て
ゐ
る
。
『
夏



の
午
後

』
は
色

が
單

調
だ
。
氏

の
緑
色

と
來

て
は
毒

々
し

い
不
愉

快

な
も

の
で
、
近
來
大

に
ょ
く
は

な

つ
た
が
ま
だ

ク
セ
が
あ

る
、
不
透

明

の
緑

は
よ

ほ
ど
手

際
よ
く

や
ら

な

い
と
重
く

な

る
や
う
だ
。

中
林
★

氏

は
昨
年

よ
り
劣

る
や
う
だ
。
『
深
山
』

は
前
景

の
草

原

に
無
意
味

な

タ

ッ
チ
が
多

い
、
色
彩

が
強
烈

に
過
ぎ

て
味

ひ
が
乏

し

い
。

榎
本

已
之
助
氏

の

『
春
』

は
、
無

造
作

な
筆

だ
か
ど

こ
か
捨

て
難

い
處
が

あ
る
。

鈴
木
錠

吉
氏

の

『
大
原

八
幡

崎
』

は
重
苦

し

い
イ

ヤ
味

の
あ

る
も

の
だ
。

水
彩
畫

に
不
透

明
な
繪

具
を
無
暗

に
使

用
す
る

こ
と
は
、

よ
ほ
ど
考

へ
も

の
だ

と
思

ふ
、
繪

に
氣

品

も
な

く
な

り
、
幽
玄

の
趣
も
な
く
な

る
。

渡

邊

六
郎

氏

の

『
木
場

町
』

は
、
大
膽

な
構

圖

が
眼
を
惹
く

が
、
繪

は
巧

で

な

い
、
『
初

夏
』

は
惡

く
な

い
繪
だ

が
、
内
容

が
充
實

し
て
ゐ
な

い
、
詰

り
畫

き
足

り
な

い
の
で
あ

る
。

大
橋

正
堯

氏

の
う
ち
で

は
『
冬

の
山
家
』
が

一
番

快

よ
く
感

じ
だ
、
ど
う
も

繪
が
少

し
ド
ラ
イ

で
は
あ

る
ま

い
か
、

紅

い
躑
躅

を
畫

い
た
も

の
は
何

れ

も
重
苦

し

い
、
色

も
快

よ
く

な

い
。

寺

田
季

一
氏

の
暖

か

い
色

の
繪

の
前

に
立

つ
と
、
非
常

に
愉

快

な
心
持

に

な

る
、
氏
は

此
方

面

に
力

を
入
れ
て
研
究

し
た
ら
よ
か
ら
う
、
『
夕

日
』

は

其

中
で

も
出
來

が

よ

い
や
う
だ
。

吉

田
豊

氏

は
ま

だ
物
足
ら
ぬ
點

が
多

い
、

一
層
勉

強

し
て
貰

ひ
た

い
、
『
初

秋

の
流
』

が

一
番

よ
く
纒

ま

つ
て
ゐ
た
。

瀬

戸
内
海

の
室

に
は
、
小
杉
未

醒
氏

の
水
彩
畫

と
鉛
筆
淡

彩

が
あ

る
、
と

り
ど
り
に

面
白

い
。
『
高
濱

港
』
、
『
高
松
紙
す

き
』
、
『
多
度
津

の
夕
暮
』
、
『
今

治
港

』
な
ど
、
欲

し

い
と
思

つ
た
。
氏
の
構

圖
は
幾

分
漫
畫

的
で
、
統

一

に
缺

け

る
處

が
あ

り
、
平

面
的

で
奥

行

の
あ
る
も

の
が
少

な

い
が
、
色

調

の
上

に
言

は
れ

ぬ
面
白

味
か

あ
る
、
本
年
を
初

め
と

し
て
爾

後
年

々
水
彩

畫
の
作
を
見

せ
て
貰

ひ
た

い
。

河
合
新

藏
氏

は
、
小
豆
島

の
作

二
點

を
出

さ
れ
て
ゐ
る
、
繪

が
幾
分

か
輕

く
な

つ
て
頼

り
な

い
や
う
な

心
持

が
あ

る
、
關

西

の
空
氣

が
然
ら

し
む
る

の
か
知
ら

ぬ
が
、

今
年

の
作
は
決
し

て
良

い
も

の
で

は
な

い
。

此
室

に
は
吉
田
氏

の
水
彩
畫

も
あ

る
、
『
老

杉
洞
』
は
強

い
色
彩

で
、
岩

の

意

味
は

よ
く
出

て
ゐ
る
。
『
餘
島

の

一
角
』

は
私
は
好
ま
な

い
。
『
西
谷
眺

望
』

は
色
は
暗

い
が
組
立

が
面
白

い
、
繪

は
小
さ
く

と
も
大

き
な
感

じ
が

現
は
れ

て
る
。

 

 
 
 
 
 
油
繪

展
覽

會

の
水
彩
畫

磯

谷
氏
主
催

の
、
歐
洲
油
繪

展
覽

會

と

い
ふ

の
が
上
野

に
開
か
れ

て

ゐ
る
。

一
覽
し
た
處

、
歐

洲

の
古

い
油
繪

の
摸
寫

の
や
う
な

も

の
が
澤
山
あ

る
。

新

作
品

と
し
て
、
舊

白

馬
會

の
人

々
の
作

が

二
百
點

程
あ

る
。
水
彩
畫

は

極

め
て
僅
少

で
、
目

に
殘

つ
て
居

る

の
は
、
三
宅
氏

の
作

五
六
點

に
過

ぎ

な

い
。

三
宅
氏

の
作

は
吾
樂

に
出

さ
な

か

つ
た

も

の
で

、
今
度

の
旅
行
中

で
は
比
較
的
大
作
で

あ

る
。
O
W
二

ッ
切
位

ひ

の
も

の
が

三
四
枚

あ

つ
た
。

ス
ケ

ツ
チ
と
は
言

へ
、
幾
分

か
骨
を
折

つ
た
も

の
だ
が
、
其
割

に
面
白
味

を
覺

え

な

い
、
色

の
調
子
も

、
近

頃

の
日
本

の
油
繪

の
中

に
混

つ
て
ゐ
た

の
で

、
は

さ
し

て
目
立
つ

て
見
え

な
か

つ
た
。
（
鴎
）


